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会計 一　般　会　計 所管課 生涯学習課

款 教　育　費
事業名 体育施設管理費

項 保健体育費

目 体育施設費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 53,331 72,864   19,533

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他 2,512 1,664   ▲ 848

一般財源 50,819 71,200   20,381

事業
概要

スポーツの振興及び体力・健康の保持増進を図るため、安心して利用できる体育
施設を運営するための維持管理を行う。 今年度

見直し
事 項

各施設とも老朽化が進んでいるため、各
所の修繕及び備品の更新を実施する。

事業
目的

気軽に安心して利用できる体育施設を管理・運営することにより、本市における体
育振興と健康増進を図る。

その他

現状と
背景

市民体育館や温水プールなどについては、民間手法の導入による管理運営経費
の節減とサービスの向上を図るため、平成１８年度より指定管理者制度を導入し、
境港市体育協会と境港スイミングスクールに管理・運営を委託している。
指定期間：平成３０年４月１日～平成３５年３月３１日（５年間）
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会計 一　般　会　計 所管課 生涯学習課

款 教　育　費
事業名 第２市民体育館改修事業

項 保健体育費

目 体育施設費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 2,644   2,644

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 2,644   2,644

事業
概要

第２市民体育館の老朽箇所（床・ドア・バスケットボールゴール）を改修・更新すると
ともに、照明器具をLED器具へ交換する。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

施設の長寿命化及び省エネ化、利用者の利便向上

その他

現状と
背景

施設開館後３０余年を経過し、床やドアなど、老朽化による傷みが目立ってきてい
る。平成２９年度に非構造部材の耐震強度を調査した結果、バスケットボールゴー
ルの更新、照明器具の補強が必要との指摘を受けている。
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会計 一　般　会　計 所管課 生涯学習課

款 教　育　費
事業名 市民温水プール改修事業

項 保健体育費

目 体育施設費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 1,400   1,400

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 1,400   1,400

事業
概要

市民温水プールの老朽箇所（外壁・空調機器等）を改修する。
今年度
見直し
事 項

事業
目的

施設の長寿命化を図るとともに、施設利用者が安心して利用できる環境を確保す
る。

その他

現状と
背景

施設開館後３０年近くが経過し、各所に老朽化による傷みがみられる。
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会計 一　般　会　計 所管課 生涯学習課

款 教　育　費
事業名 竜ケ山陸上競技場観覧席屋根改修事業

項 保健体育費

目 体育施設費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 17,054   17,054

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 17,054   17,054

事業
概要

竜ケ山陸上競技場観覧席屋根が経年劣化で損傷しているため改修する。
今年度
見直し
事 項

事業
目的

利用者が快適に利用できるための環境整備

その他

現状と
背景

施設設置から３０余年を経過し、観覧席の屋根に穴が開いている。


